
会員総数………………４６名

出免会員………………３名

欠席会員………………１０名

出席率……………７６．７４％

第３５回 ３月２６日

欠席会員………………１７名

メイクアップ…………３名

修正出席率………６８．８７％

焔 次年度地区協議会が札幌にて開催されまし
た。テーマも発表され、クラブの活動方針も
具体化に向けて進んでいます。その反面、本
年度は事業計画もほとんど消化され、ホッと
一息入れたくなる所です。しかし終わりが肝
心といいます。残すところあと２ヶ月ちょっ
と、気を引き締めて頑張りたいと思います。

１）芦別ＲＣより創立５０周年の案内がきており
ます。

２）赤平ＲＣより４月の例会案内がきておりま
す。

３）留萌市明るい選挙推進協議会委員の推薦依

頼についてのお願いがきております。

会報受領先
・・赤平ＲＣ №２３０４号～№２３０７号

ビジター
矢橋 潤一郎様（札幌東ＲＣ）

社会奉仕委員会

毎年行なわれております春の交通安全旗の波
運動が、４月１０日午後４時３０分より開催されま
す。場所は例年通り四十坊前です。多くの会員
の参加をお願いします。

親睦活動委員会 行徳副委員長
次週４月１６日は会員研修・親睦活動委員会合
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第３８回 ４月１６日

会員誕生日

４月２１日 武井 哲

結婚記念日

４月１８日 福嶋 重男

煙本日

「会員研修・親睦夜間例会」

会員研修・親睦活動委員会

煙次週予定

会員卓話「雑誌月間にちなんで」

会員研修委員長 澤田 茂君
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同夜間例会です。会場は「いちばんかん」時間
は午後６時３０分点鐘となっております。今回は
上品に格調高くをモットーとした例会にしよう
と思っております。場所時間を間違えないよう
にお願いします。

会員研修委員会 河部副委員長
ロータリーとインターネット －その７－
Ｅ－クラブの現況 その１
２００１年規定審議会でサイバー・クラブを設立

するための定款を検討する提案０１－２２６が２７６対
１２８で採択されました。

その直後にＲＩのテクノロジー・タスク
フォース委員長から日本にサイバー・クラブを
設立するように依頼がきましたが、私のロータ
リー理念とは合致しない組織なので断りました。
顔も合わせず、言葉も交わさず、コンピュー
ターのメールだけで友情が培うことができるの
でしょうか。定期的に直接、顔と顔を合わせて
言葉を交わすことによって真の親睦が保たれる
のです。
当時、私はＲＪＷの委員長やテクノロジー・

タスクフォースのコーディネーターをしていた
関係上、途中からではありますが、Ｅ－クラブ・
ワンの定款の制定のアドバイザーを依頼され、
もっぱらメールによって定款制定の相談にのり
ました。
まず驚いたことは、Ｅ－クラブ・ワンにはか

つてロータリーに在籍していた会員が一人いる
だけで、残りの全員は非ロータリアンでした。
ロータリーに関する知識はほとんどなく、２００１
年の規定審議会で定款が改正されたことを知っ
ている人は一人もいなく、古い定款を基にして
定款制定作業をしている始末でした。私は新定
款を提供して、それを基本にしてＥ－クラブ・
ワンの定款を作るように勧告しました。
最終的に決定した事項は次のようなものでし

た。
①既存クラブからの現ロータリアンの移籍は
認めない。

②例会は３０分以上の双方向型とする。
③他のサイバー・クラブ会員以外のメーク
アップは認めない。

④３ケ月に１２時間の社会奉仕活動を義務づけ
る。

こういう条件付でＥ－クラブ・ワンはＲＩ理
事会の認可を受けました。

（「ロータリー源流」から）

・・会報に写真載りました 関野会長
・・地区協議会に出席して参りました

齋藤エレクト
・・ちょっと良いことがありました 渡邊会員

前 回 ８８６，０００円
今 回 ６，５００円
累 計 ８９２，５００円

「２００８～２００９年度地区協議会報告」

２００８～２００９年ＲＩテーマ
－ＭａｋｅＤｒｅａｍｅＲｅａｌ夢をかたちに－

〈第一分科会〉 齋藤会長エレクト
４月６日札幌コンベンションセンターにて開

催された地区協議会に私を含め６名の会員で出
席してまいりました。９時登録開始、９時３０分
点鐘にて始まり、ホストクラブ谷口二郎会長の
歓迎の言葉、酒井ガバナーの挨拶、元ＲＩ理事
の竹山良一ＰＧ挨拶、そして矢橋温郎ガバナー
エレクトの挨拶がございました。地区研修リー
ダーの遠藤正之ＰＧの講演があり、１５分間の休
憩後、規定審議会代表議員の伊藤長英ＰＧより
２００７年４月２２日～２７日シカゴで開催されました
規定審議会についてお話しがございました。提
出された立法案３３７件（制定案１６７件、採択５９件。
決議案１７０件、採択３８件。１４件を理事会に付託）。
採択された９７件の立法案のうち８４件は提案通り、
１３件は修正の上採択されたそうです。

第３７回 ４月９日（水） 天候/晴
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昼食後各分科会に入り、私は第１分科会会長
部門に出席してきました。リーダーは矢橋ガバ
ナーエレクトで、進行を渡邊恭久ガバナーノミ
ニーが務めました。またアドバイザーは酒井ガ
バナーと塚原房樹ＰＧでした。その中で決議・
確認を要する案件として地区予算について北島
次期財務委員長より説明がありました。またガ
バナー公式訪問ですが、留萌クラブは８月２０日
に予定され、１６時会長幹事懇談会、１７時クラブ
協議会、１８時クラブ例会訪問となりました。前
年度までは３クラブ合同で公式訪問を受けてお
りましたが、各クラブ単位で行なうそうです。
また、現在のロータリーの現状という事で酒

井ガバナーよりお話しがありましたが、世界の
クラブ数は３２，９１２クラブ、会員数は１，２１０，６４８
人（２００７年１２月３１日現在）で、日本のクラブ数は
２，３１７クラブ、９７，７７３人の会員数（２００８年１月３１
日現在）、また当地区は７３クラブ、２，９１８人（内女
性会員１００人）２月２９日現在で、会員増強の観点
から見ると、２００７年７月１日現在で２，８６１人（内
女性会員９６人）から２００８年２月２９日では２，９１８人
（内女性会員１００人）と５７人（内女性会員４人）
の増加が見られたとの事です。財団の寄付状況
ついても話され、年次寄付の目標額では２月２９
日現在で６３．３％の達成率だそうです。もう１人
のアドバイザーの塚原ＰＧには、理想的なロー
タリークラブの条件という題で講演をいただき、
その後、役割と任務についての質疑応答で終了
いたしました。

〈幹事部門〉 遠藤次年度幹事
会長エレクトから発表がありましたが、出席

者は６名で、会長部門（齋藤）、幹事部門（私）、
クラブ奉仕部門（対馬）、職業奉仕部門（平間）、
社会奉仕部門（佐藤寛）、国際奉仕部門（行徳）で
参加してきました。
点鐘のあとは齋藤エレクトが話した通り、役

員紹介からガバナー挨拶、ガバナーエレクトの
講演、地区研修リーダーの講演がありました。
その中の規定審議会の主な改正点ですが、一つ
はロータリー年度の各半期ごとに例会の５０％に
出席する事を義務付ける件。（以前は６０％の出

席義務でした）二つ目は、人頭分担金を増額す
る件で、２００８～０９年度半年毎に２４ドルとの事で
す。
昼１時より各分科会に分かれましたが、私は

当然第２分科会幹事部門に出席してまいりまし
た。アドバイザー・サブリーダーの紹介後、幹
事部門に関する資料説明及び次年度の年間予定
についてと、クラブ幹事の任務と役割について
説明がありました。次期クラブ幹事の実務と注
意点やアドバイスもありました。その他ではポ
リオ撲滅支援のため各クラブに今後毎年１０００ド
ルを目標とする募金活動を実施するよう呼びか
けられました。以上です。

〈クララブ奉仕部門〉 対馬副会長
第３分科会ではＣＬＰ（クラブリーダーシッ

ププラン）と情報、退会防止についてがテーマ
でしたが、特にＣＬＰを重点に多くの時間を割
きました。今回ロータリークラブが時代の変化
に対応する為の方策としてＣＬＰの活用が説明
されました。会員数の減少が今、各クラブの大
きな問題であり、２５１０地区に於いても、５年間
で３０％以上の会員の減少したクラブが６～７ク
ラブあるそうです。
ＣＬＰは会員減少という危機感から生まれた

ものであり、当初少人数のクラブ運営の方策と
して誤解されたようですが、そうではなく、あ
らゆる規模のクラブにとって有用な管理機構で
あるという考え方を説明されました。従来のク
ラブ運営のマンネリ化を打破し、クラブ活性化
の対応策であるとの事です。ＣＬＰの考え方は
ロータリーの原点に帰り、対外的にも対内的に
も魅力的なロータリーを目指し、より効果的な
クラブ管理の枠組を提案することによりクラブ
を強化し、ロータリークラブの継続性を確保し
ようという試みであります。この考え方につい
ては、各クラブで判断や評価の分かれるところ
かもしれません。しかしクラブが現状のままで
は衰退することも事実であり、改革する時期で
あろうと感じました。
次に情報ですが、情報とは会員にロータリー

の精神を伝え、よりロータリーを理解するため

ＷＥＥＫＬＹＲＥＰＯＲＴ



の手段であります。大いに地区の委員長を活用
して下さいとの事でした。
最後に退会防止ですが、まずは仲間意識を共

有すること、会員相互の友情を深めるため、親
睦が重要。奉仕より親睦が先との事です。そし
て楽しいクラブにするため、例会プログラムが
大切であり、それぞれ工夫をこらして下さいと
の事でした。

〈職業奉仕部門〉 平間次年度委員長
分科会では綱木次期職業奉仕委員長より基調

報告があり、昨年２５１０地区会員の職業倫理に関
する不祥事がクローズアップされ、今はいつの
時代にもましてロータリーの「職業奉仕」を必
要としている。その価値を取り戻し、ロータリ
アンの特質である職業奉仕の実践によって、自
らの競争偏重傾向・貧欲・過度の競争・自己中
心主義を見直し、会員自身に関する努力と外部
に向けた努力、すなわち地域社会への強い影響
を及ぼす時がきていると言っておりました。そ
の為、職業奉仕の重要性を第一に、四つのテス
トをよく理解し、その周知・普及に努め、職業
奉仕の実践を通して、今一度低下した職業倫理
の高揚を呼びかけようとの事でした。
地区委員会の活動計画については、活動方針

として２つあり、～世界の子供達に光をあてよ
う～ ロータリーの公式標語に忠実に、ロータ
リーの根幹とも言うべき職業奉仕の理念に基づ
いて、ロータリアン各自の職場・地域社会にお
ける奉仕の実践を通し、「夢をかたちに」の指針
に応えるよう職業奉仕の普及及び実践に努める
ことと、もう一つは次期矢橋ガバナーの地区目
標３項目に従い、各クラブで四つのテストの唱
和がさらに積極的に行なわれるように、職業奉
仕を通して「職業倫理をもう一度高める」よう
に見直すことを各クラブに奨励する、でした。

〈社会奉仕部門〉 佐藤（寛）次年度委員長
分科会での阪崎健治朗地区委員長（札幌西）が

ロータリーと社会奉仕について話されましたの
で掲載いたします。
ロータリー運動の原点は一人ひとりの言動に

責任を負うという事であり、地域と共にあると
いう志を持った仲間が集まってクラブを形成し
ているという事である。私たちの活動は、ロー
タリアン自ら持つ専門性を他者のために費やす
いわば利他の思想である。社会に何らかのサー
ビスをするということを「社会奉仕」と言うな
らば、それを今日的に言えば、強制されること
なく自主的に行動し、他者のために喜んで働き、
その喜びを共に味わうことが出来るボランティ
アマインドの醸成を意味している。ロータリア
ンの「社会奉仕」はまさにこの事である。１９２３
年のセントルイス大会において「決議２３－３４」
の中で、「ロータリーは奉仕団体ではない。奉
仕の心を養い、奉仕を志す人々の集まり」であ
ると規定した。
この精神的支柱をもって活動を続けていこう

としている。今までに各クラブはどの様な地域
活動をしてきたか、これからどの様な活動を生
み出すのかを熟知しているのは、ロータリアン
一人ひとりの志にある。そしてクラブ自身にあ
る。地域から待望され続ける事で地域が活力を
得るならば、さらに工夫を凝らして自信をもっ
て継続するべきである。しかし、もはや一定の
使命を果たしたと地域の人たちが判断したもの
を、いつまでもロータリーの論理で進めるのは
必ずしも効果的ではない。そのような事態にな
れば勇断をもって中止すべきである。その決断
はクラブにある。クラブは常に新しい活動を創
造し、会員自身が新鮮な思いになって取り組む
ことが重要だと言われました。

（次週につづく）
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